
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
【第二回木谷小学校運営協議会 開催！ 10 月 23 日（水）】 
 昨日，第二回学校運営協議会が開かれました。学校の取組状況を報告し，意見
交流をしました。 
 まず，生涯学習課社会教育指導員の岡田良治さんの
お話です。「地域とともにある学校」のテーマで「と
もにつくるみらい」とは？未来に生きる児童をつく
る。これは，社会の変化や地域の皆さんの生活してい
る環境の変化に適応していくこと。そのためには，木
谷の強みを生かしていくこと。強みとは，少人数によ

るきめ細かい指導・挨拶の指導・家庭の協力・地域の方の力などです。学校と保
護者・地域が協力して進めていくために，2 つの目標があることを熱心に話して
くださいました。1 つ目は，「生涯にわたって生きる力」をつける。2 つ目は，
「地域の方が学校を核とした活動をすることで持続できる地域」をつくる。今一
度，足元を見つめたいと思いました。 
 次は，学校運営委員の方からの意見です。熱心に教えてくれる先生たちと，そ
れに応える児童たちの雰囲気がとてもいいと感じたこと。また仲間でお互いに
助け合って，人間味あふれる風土をつくり続けてほしいと言われました。 
 さらに，地域環境や家庭環境により人柄が変わっていきますので，木谷の強み
を生かして「木谷小学校で学んでよかった」と思える児童たちを育てるよう協力
していきたいと言われました。 

 また，地域の良さをどうとらえるか。保護者の方が
地域の良さをどのように伝えているのか。海がきれ

いとか，ジャガイモや牡蠣があることとか環境だけ
でなく，人々のつながりや協力し合うことの温かさ
を感じ，成長した時に地域に戻ってきて地域の担い
手になってほしい思いがあることも話されました。 
 木谷チーム一丸となって地道に確かに楽しく取組

を進めていきたいと思います。 
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ここう交通事故れまでここれまでの  地域の方にお世話になっています 


